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特別損失の計上、業績予想の修正及び配当予想の修正（無配）に関するお知らせ 

 
 
  当社は、平成 30 年２月期第２四半期累計期間において、下記のとおり特別損失を計上いたしました。
また、平成 29年４月６日に公表いたしました業績予想及び配当予想を下記のとおり修正いたしました
ので、お知らせいたします。 

 
記 

 
１．特別損失の計上 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、周辺環境の変化および経済環境の変化等の影響を受け

収益性の低下が見込まれる一部の固定資産（店舗設備等）について、減損損失 59 百万円を計上いたし

ました。 

 
２．業績予想の修正 

（1）平成 30年２月期第２四半期累計期間業績予想数値の修正 

（平成 29年３月 1 日～平成 29 年８月 31 日） 
（単位：百万円，％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            EA（Ａ） 2,185 △90 △95 △100 △102.56円 

A今 回 修 正 予 想            EA（Ｂ） 2,071 △113 △121 △162 △177.98円 

A増  減  額          EA（Ｂ－Ａ） △114 △23 △26 △62 - 

A増 減 率            EA（％） △5.2 - - - - 

（ご参考）前第２四半期実績 

（平成 29年２月期第２四半期） 
2,739 △145 △153 △166 △211.12円 

   

（2）平成 30年２月期通期業績予想数値の修正 

（平成 29年３月 1 日～平成 30 年２月 28 日） 
（単位：百万円，％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

A前 回 発 表 予 想            EA（Ａ） 4,670 30 20 5 5.13円 

A今 回 修 正 予 想            EA（Ｂ） 4,556 7 △6 △57 △62.39円 

A増  減  額          EA（Ｂ－Ａ） △114 △23 △26 △62 - 

A増 減 率            EA（％） △2.4 - - - - 

（ご参考） 

前期実績（平成 29 年２月期） 
5,264 △397 △414 △719 △910.77円 



 

（3）修正の理由 

当第２四半期累計期間の業績につきましては、第１四半期会計期間（３月～５月）において苦戦、第

２四半期会計期間（６月～８月）で改善傾向の推移となりました。 

四半期ごとの指標では、既存店の売上高前年比は、第１四半期会計期間が 86.0％、第２四半期会計期

間が 94.7％、８月単月では 101.5％と前年を上回っております。 

第２四半期会計期間において改善が図られたものの、第１四半期会計期間の苦戦をカバーするまでに

は至らず、前回予想を修正する結果となりました。 

衣料品小売業界では、個人消費が停滞する厳しい経営環境が続いており、当社は、前期末に店舗閉鎖

及び従業員削減を主とするリストラを実施、当期より新体制による改革を進めております。 

特に商品面の改善は重要な課題の一つですが、第 1 四半期会計期間においては、閉鎖店舗の在庫処理

を優先したため、大幅な商品の入れ替えはできず、T パーカー・ヘビーウェイト T シャツ等の戦略商品

投入など、諸施策による改善効果の具体化は６月以降となり、第 1 四半期会計期間が苦戦した要因の一

つとなりました。 

また、第１四半期会計期間は、費用面において、３月退職者の人件費支払いなど当期に持ち越された

リストラ費用が発生したことも、利益を押し下げる要因となりました。 

通期の業績につきましては、新体制による改善が進んでいることから、第３四半期会計期間・第４四

半期会計期間の当初計画は達成できるものと考えておりますが、第２四半期累計期間の修正に伴い、前

回予想を修正いたします。 

 

３．配当予想の修正 

（1）平成 30年２月期配当予想数値の修正 
 

 1 株当たり配当金 

基    準    日 第 2四半期末 期    末 年    間 

前  回  予  想 0.00円 3.00円 3.00円 

今 回 修 正 予 想 0.00円 0.00円 0.00円 

前期実績（平成 29年２月期） 0.00円 0.00円 0.00円 

 

（2）修正の理由 

当社は、株主に対する利益還元は経営の重点課題のひとつと認識しており、中長期的に利益成長

を続け、業績に連動した配当を実施することを基本方針としております。 

平成 30年２月期の業績予想は、当期純損失となる見込です。経営資源を事業活動に集中し、早期

の業績回復を最優先とするため、誠に遺憾ではございますが期末配当を見送らせていただくことと

いたしました。 

以  上 
 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実

際の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる可能性があります。 


